
「
地
・
食
べ
」
と
は
、
地
元

の
産
品
を
作
り
み
ん
な
で
食

べ
よ
う
の
意
味
を
込
め
た
、

総
社
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
の
愛
称
で
す
。

委
員
に
は
、
農
業
者
を
は

じ
め
、
営
農
組
合
や
生
産
者

団
体
、
農
協
、
農
業
公
社
、

市
な
ど
の
代
表
者
ら
１６
人
で

構
成
。
会
長
に
は
、
市
の
産

業
部
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
使
わ
れ
て
い

る
市
内
産
の
野
菜
の
使
用
量

は
全
体
の
１７.

２
％
、
１
０

０
％
使
用
の
米
を
含
め
る
と

５２.

８
％
に
な
り
ま
す
。
こ
の

割
合
を
引
き
上
げ
、
農
業
を

よ
り
活
性
さ
せ
る
こ
と
が
同

委
員
会
へ
の
命
題
で
す
。

発
足
後
の
協
議
で
は
、
学

校
給
食
で
使
っ
て
い
る
食
材

や
市
内
の
農
産
物
の
生
産
状

況
な
ど
で
意
見
交
換
。
今
後

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を

開
催
し
、
課
題
や
問
題
点
の

解
決
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
野
菜
を

学
校
給
食
に
安
定
的
に
供
給

す
る
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
は
、
昨

年
１０
月
に
「
一
人
で
も
多
く

の
農
業
者
を
増
や
し
、
農
業

を
元
気
に
」
を
合
言
葉
に
策

定
し
た
総
社
市
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
が
示
し
た
６０
の
提
言
の
な

か
の
一
つ
。
２
月
定
例
市
議

会
で
は
「
市
地
産
地
消
推
進

条
例
」
が
成
立
し
、
そ
の
戦

略
を
協
議
す
る
専
門
会
議
と

し
て
同
委
員
会
は
発
足
し
ま

し
た
。
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犯
罪
な
ど
に
よ
り
被

害
者
と
な
っ
た
人
や
そ

の
家
族
、
遺
族
な
ど
の

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支

援
の
基
本
理
念
や
基
本

的
な
事
項
を
ま
と
め
た

も
の
と
、
支
援
金
の
支

給
に
関
す
る
２
つ
の
条

例
が
４
月
１
日
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
条
例
も
、

精
神
的
被
害
の
軽
減
や

生
活
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。
支
援
金
支
給
の

条
例
で
は
、
平
穏
な
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

申
請
に
よ
り
、
支
援
金

を
支
給
で
き
る
と
す
る

内
容
。
支
援
金
は
、
犯

罪
に
よ
り
死
亡
し
た
被

害
者
の
配
偶
者
や
子
に

は
遺
族
支
援
金
と
し
て

３０
万
円
、
犯
罪
に
よ
り

傷
害
を
受
け
た
被
害
者

に
は
傷
害
支
援
金
と
し

て
１０
万
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

人

権
・
ま
ち
づ
く
り
課
人

権
啓
発
係
（
1
(2
８
２

５
３
）

２
月
定
例
市
議
会
は
、
２

月
２８
日
か
ら
３
月
１８
日
ま
で

の
１９
日
間
会
期
で
開
か
れ
、

平
成
２３
年
度
予
算
や
条
例
の

制
定
、
副
市
長
人
事
な
ど
４３

議
案
全
て
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
な
ど
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
送
る
見
舞
金
の
補
正
予
算

案
は
、
最
終
日
の
３
月
１８
日

に
提
案
。
財
源
に
一
般
会
計

の
予
備
費
を
充
て
、
市
民
１

人
当
た
り
１
０
０
円
相
当
の

６
７
３
万
７
３
０
０
円
の
見

舞
金
を
送
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
見
舞
金
は
即
日
、

被
災
地
に
届
け
る
た
め
岡
山

県
市
長
会
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２３
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、

国
の
地
域
活
性
化
交
付
金
を

活
用
し
た
平
成
２２
年
度
２
月

補
正
予
算
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
「
地
産
地
消
推
進
条

例
」、
犯
罪
被
害
者
を
支
援
す

る
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
」
な
ど

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
２
月
補
正
予

算
は
１
億
６
５
０
万
円
の
減
。

内
訳
は
、
事
業
の
確
定
に
よ

る
減
額
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
空
調
設
備
改
修
に
４
０
０

０
万
円
、
道
路
の
修
理
・
改

良
・
舗
装
に
６
６
１
０
万
円
、

常
盤
小
学
校
の
体
育
館
屋
根

の
防
水
工
事
に
９
４
５
万
円
、

市
図
書
館
の
自
動
車
文
庫
の

車
両
を
新
し
く
す
る
た
め
の

１
３
６
５
万
円
な
ど
で
す
。

４
月
１
日
付
け
で
国
土
交

通
省
へ
帰
任
す
る
た
め
、
竹

田
正
彦
副
市
長
が
３
月
３１
日

付
け
で
退
任
。
後
任
に
荒
木

政
廣
政
策
監
（
提
案
時
）
の
就

任
を
提
案
し
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か

ら
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

副
市
長
以
外
の
６
件
の
人

事
案
件
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
は
森
下
和
郎
さ
ん

（
駅
前
一
丁
目
）
が
再
任
。
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
は
、
荒
木
千
代
信
さ
ん

（
中
原
）、
赤
木
洋
兒
さ
ん
（
三

須
）、
下
山
仁
司
さ
ん（
富
原
）、

小
野
弘
子
さ
ん
（
岡
谷
）、
三

原
達
朗
さ
ん
（
清
音
上
中
島
）

が
就
任
し
ま
す
。

地
産
地
消
推
進
条
例
が
成
立

議議議議　　　　会会会会

学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
高
め
る

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
林
係
（
1
(2
８
２
７
１
）

地地地地産産産産地地地地消消消消

第１回のそうじゃ「地・食べ」委員会

総
社
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
戦
略
会
議
「
そ
う
じ
ゃ
「
地ち

・
食た

べ
」
委
員

会
」
が
３
月
２２
日
発
足
。
市
内
産
の
農
産
物
を
学
校
給
食
に
供
給
す
る
流
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

４月１日付けで就任
した荒木政廣副市長

荒
木
政
廣
副
市
長
が
就
任
。
竹
田
正
彦
氏
は
国
へ
帰
任

犯罪被害者等への支援と支援金の支給の条例を制定

車両を新しくする市図書館の自動車文庫

介護保険運営協議会の委員を４人募集
　介護保険運営協議会委員は、介護保険の事業計画の策定や重要事項の調査・
審議をします。委嘱期間は、７月１日から２年間。

申込先・問い合わせ　介護保険課介護保険係（1９２－８３６９）

応募資格　市内に在住で４０歳以上
応募方法　所定の応募用紙に必要事項を書いたものと作文を提出
その他　①必要に応じて面接あり
　　　　②作文のテーマや応募方法など詳しいことは、介護保険課にお尋ねください　

６月１０日（金）
申込期限


